
第４１４号           書窓           令和６年６月２５日 
  

- 1 - 

 

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エルマーのぼうけん」 

みなさんは「エルマーのぼうけん」という本をご存知でしょうか。幼

年童話の最高峰ともいわれるアメリカの児童文学の名作です。去る６月

11 日に著者のルース・スタイルス・ガネットさんが亡くなりました。100

歳でした。同書は自治体の図書館や小学校の図書室に必ずと言っていい

ほど、配架されている有名な児童図書です。 

同書は 1948 年にアメリカで出版され、日本においても 1963 年に日本

語版が出版されました。初版が出てから半世紀以上にわたり読み継がれ

てきた作品です。絵本から文字の読み物へステップアップとしてこの本

を手に取った方もいるのではないでしょうか。今月号では世界中の子ど

もたちから愛され続ける「エルマーのぼうけん」の魅力を紹介します。 

物語は、心優しい少年エルマーが、「どうぶつ島」に囚われている「りゅうの子ども」を助

けるために冒険するお話です。エルマーは冒険の途中に出くわすライオンなどの猛獣たちを

旅の準備でリュックサックに詰めた道具を駆使して危険をくぐり抜け、ユーモラスでドキド

キハラハラな冒険を繰り広げていきます。 

これほど子どもたちを惹きつけた「エルマーのぼうけん」の魅力はどんなところなのでし

ょうか。読んで感じた魅力は人それぞれだと思いますが、私が感じた魅力を２点紹介します。

一つ目は、リュックサックに詰められた道具たちが活躍する様子が大きな見どころだと言え

ます。エルマーがリュックサックに詰めたのは「ガム、キャンディ、長靴、ナイフ、みかん」

といったありふれた道具でした。どれもこれも、はじめはこんなものが何の役に立つのだろ

う？ と思ってしまいそうなアイテムばかりなのですが、エルマーの知恵も合わさって様々な

困難を解決し冒険を進めていくのです。 

二つ目は、表紙裏の見開きページの「みかん島とどうぶつ島のちず」です。見開きに描かれ

た「みかん島とどうぶつ島のちず」には、エルマーが冒険し

た場所や、エルマーの足取りが細かく描かれています。地図

を見ながらお話を読み進めていくと、よりエルマーと一緒に

冒険しているような臨場感が味わえることでしょう。 

「エルマーのぼうけん」の魅力は、もちろんこれだけでは

ありません。他にも、訪れた島で出会うユニークな動物たち

との掛け合い、りゅうの色合い鮮やかな姿は一度見たら深く

印象に残ります。本書にはまだまだたくさんの魅力が詰まっ

ています。ぜひ本書を手に取って、エルマーと一緒に冒険の

旅に出かけてみてはいかがでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

「エルマーのぼうけん」全３部作です。図書

室に所蔵していますのでご希望の方は図書

室職員までお声かけください。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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